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い じめ 場面にお ける傍観者の行動の 制御変数を調

べ るために 、 PD ゲ
ー

ム に よる実験 を行 っ た 。

　 上記の 問題を調べ るために、2 っ の 実験 （実験

1 と 2 ）を行 い 、そ の 結果を昨年度報告 し た。実

験 1 で は、い じめ を観察 して い る被験者 の 被害者

援助行動が強化も弱化もされない 時、彼等の傍観

行動が増加す るか どうか調べ た。そ の結果、すべ

て の 被験者の 傍観行動は増加 しなか っ た。実験 2

で は、被害者の深刻な被害状況を伝える教示 を被

験者に呈示 して 、 被験者の 被害者援助行動が増加

し、傍観行動が変化するか どうか調 べ た。そ の 結

果、す べ て の 被験者 の 被害者援助行動は増加 して

も、傍観行動は 出現 しなか っ た
。

　上記 の 結果を基 に、本実験は、被験者の被害者

援助行動が弱化 され る時、彼 らの傍観行動が 増加

するの か ど うかを問題 と した 。

　　　　　　　　　 目的

　2 名 の サクラ （加害者役 と被害者役）の PD ゲ

ーム 場面を観察 し て い る被験者の被害者援助行動

が弱化され る時 、被験者の被害者援助行動は抑制

され、代わ りに傍観行動が増加するか どうか 調 べ

る。

　　　　　　　　　 方法

被験者 とサクラ

　T 大学 2 年男子 1名、女子 2名を被験者 と した、

ま た
、

2名 の サ クラは 、 同大 学3 年男子 1 名 （加

害者役）と、2年男子 1名 （被害者役）で あっ た。

装置

　PD ゲ
ー

ム を行 うため、ア ッ プル n マ イ ク ロ コ

ン ピ ュ
ー

タ 1台を用 い た 。 被験者にサ クラの 点数

変動 を観察 させ るため の モ ニ ターを 1 台用意 した。

被験者には次の 3 っ の ボタ ン が用意され た 。 それ

らは、加害者に点 を与え て 加害者を援助する加害

者援助ボタ ン 、被害者に点を与 えて被害者を援助

する被害者援助ボ タ ン 、そ して、どちらの サクラ

に も点数 も与 えない傍観ボタ ン で あ っ た。

手続き

　本実験は 、多層 ベ ー
ス ライ ン 法に よっ て 行 わ れ

た．ベ ー
ス ライ ン 、介入 ともに 、PD ゲニ ム で被

害者役 が負けるよ うにな っ て い た 。 また、ベ ー
ス

ライ ン で は被験者が被害者援 助をする と被験者の

点数が ＋ 5 点となるが、介入 で 被害者援助す ると、

被験者 の 点数は 一5 点となっ た 。

　 以下に手続きの 詳細 を述べ る 。 まず、PD ゲ
ー

ム の ル
ー

ル と、実験室 内で の 被験者の役割、なら

びに点数減少 に伴 っ て金銭的負担が被害者に課せ

られ る こ とを被験者に教示 した
、 そ の 際、被験者

自身も点数が変動する可能陸があると伝えた。教

示後に実験を開始 した。 2 名の サ クラがゲーム を

する と、被験者は、加害者援助ボ タン 、被害者援

助ボタ ン 、傍観ボタ ン の 3 っ の ボタ ン か ら 1 つ を

選 んで押 した。なお 、ベ ー
ス ライ ン ・介入 ともに、

加害者援助をした場合、被験者の点数は ＋ 5 点と

なっ た 。 傍観 した場合は、ベ ー
ス ライ ン と介入 の

どち らも被験者 の 点数は変動 しなか っ た。こ こ ま

で を 1 試行 と し、40 試 行 1 セ ッ シ ョ ン 、全部で

10 セ ッ シ ョ ン行 っ た。
’
1セ ッ シ ョ ン が終了するた

びに、ボ タ ン を押 した理 由に っ い て、被験者 に質

問紙法 で 尋ねた。

　　　　　　　　結果 と考察

　各被験者が各セ ッ シ ョ ン で 3 つ の それぞれ の ボ

タ ン を押 した回数か ら、それ ぞれ の 反応確率を求

めた。その結果、ベ ー
ス ライン で は 、3 人の 被験

者は ほ ぼ被害者援助の み を行 っ た 。 しか し、介入

では、全て の 被験者の 被害者援助行動の 反応確率

は極端に減少 した。また、2 人の被験者は、介入

で加害者援助行動 を増加 させ た 。 残 る 1 人の 被験

者は 、傍観行動を増加 させ た 。

　ボ タン を押 した理由に つ い て は、次の よ うな結

果で あっ た。ベ ー
ス ライ ン で は、3 人 の 被験者は、

被害者の 深刻な状況を配慮 して い た。 しか し介入

で は 、全 て の 被験者は 自分 の 点を減 らさない よ う

に した と報告 した 。 また、介入 で 加 害者援助を し

た 2名の被験者は、自分の点が増えるよ うに した

と報告 した 。

一
方、傍観行動 を した被験者は、加

害者に点を与える こ とを鑄躇 した と報告し た。

　以上 の 結果か ら次の こ とがい え る。被害者援助

後に被害者の 点数が加算され ると （ベ
ー

ス ライ ン ）、

被験者の被害者援助行動は強化され るが、被害者

援助後に被害者の 点数が減少されると （介入）、被

験 者は被害者援助を しな くなる。
こ の 時、加害者

へ の援助を拒む被験者は、結局 の とこ ろ傍観行動

を取る。

　以上 の 実験結果か ら、い じ め に お ける傍観行動

の 制御変数は、被害者へ の 援助が弱化され る 可能

性 と加害者 へ の 援助の躊躇で ある と言 えるだ ろ う。
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